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ドが生ずるかは，初期条件によって異る。第 6 章では，初期条件のあたえ方を示し，第 7 章で，活動
伝播時間に関する差分方程式の解析からモードの安定性を論じている。
以上，本論文は，神経細胞をモデル化したパルス発生素子の多体系で生ずる長周期リズムの理論的
解析を行ったもので，この種の系の挙動に新しい知見を加えたもので，学位論文として価値あるもの
と認、める。
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